
グローバルとローカルの視点から
多様な人 が々暮らす社会のより良い姿を追究する

多様な芸術表現の在り方を共有し
主体的かつ創造的な価値を社会に対して提案できる力を養う

最新のテクノロジーで新しいつながりを生み出す

デザインの力で社会の課題を解決する

マンガをきわめ世界を結ぶ架け橋になる

■   人文学科   ■   文学／歴史／社会／日本文化
■   グローバルスタディーズ学科   ■   グローバル関係／グローバル共生社会／
	 アフリカ・アジア文化

■   マンガ学科   ■   カートゥーン／ストーリーマンガ／新世代マンガ／
	 キャラクターデザイン
■   アニメーション学科   ■   アニメーション

■   造形学科   ■   洋画／日本画／立体造形／陶芸／テキスタイル／版画／映像

■   メディア表現学科   ■   メディア情報／イメージ表現／音楽表現 
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学部横断型学位プログラム
人間環境デザインプログラム
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■   イラスト学科   ■   イラスト
■   ビジュアルデザイン学科   ■   グラフィックデザイン／デジタルクリエイション
■   プロダクトデザイン学科   ■   プロダクトコミュニケーション／
	 ライフクリエイション・ファッション
■   建築学科   ■   建築

京都精華大学
社会実践力育成プログラム

京都精華大学

社会実践力育成プログラム
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〒 606-8588
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京都精華大学・教務チーム
電話：075-702-5119　FAX：075-702-2000
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連携先の問題を
何らかの方法で
解決する形態

連携の流れ（「自己開拓型」の場合）

連携事例　産学公連携PBLプログラム

2021年8月30日～9月14日

※ホームページよりダウンロード

連携先の問題に
対して解決策を
提案する形態

様 な々社会現象
を調査する形態

連携先に対して
自身の制作活動な
どで表現する形態

社会が大きく変化する中で、大学の学びも変化しています。これまで、大学の
学びの多くは、座学で専門スキルや教養を身につけることが中心でしたが、
その能力に加え昨今では自らが積極的に自治体や企業、地域社会の問
題に関心を持ち、在学期間中から社会と関わることが求められています。

京都精華大学では、2021年度より全学共通教育科目の中に「社会実践力
育成プログラム」を立ち上げました。このプログラムでは地域や企業等との
連携プログラムを豊富に用意し、学生の皆さんが外部の視点を取り入れ
ながら目の前の課題に取り組み、社会実践力を身につけることを目指します。

の皆様

産官学民連携で
　　　社会価値を発信

学びの体制 学びのアウトプット
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学びの協働

標準型

自己開拓型（大学斡旋）

「社会実践力育成プログラム」では、社会の様 な々問題に対し、学生たちが①解決
ができる、②提案ができる、③調査ができる、④表現できることのいずれかの能力を
身につけることを目標とします。

様 な々連携先と協働することで課題に対して、①解決、
②提案、③調査、④表現のいずれかを行い、社会
実践力の育成に努めます。

「社会実践力育成プログラム」を通じて標準型・自己開拓型（大学
斡旋）の枠組みで学生と協働していただける関係機関を募集して
おり、この枠組みに反映できる案件があればお知らせください。
社会実践力育成プログラムの教育目的をご理解いただき、プログラム
担当教員が連携先のご要望に応じたプログラムを作成・ご提案
いたします。

産学連携で「ThinQ Life! Project-産学連携くらし
方創造プロジェクト-」を立ち上げ、東急不動産が展
開する学生レジデンス「CAMPUS VILLAGE(キャ
ンパスヴィレッジ)」について、どのような住まい方、共
用部の使い方ができるかを考えました。
キャンパスヴィレッジの共通通貨や、他のキャンパス
ヴィレッジへの交換留学など、学生ならではの感性
を生かした新たなサービスや付加価値の共創に
つながりました。

担当教員とプログラム内容を考え、共同で授業を行う形態

連携先と共にプログラム内容を考え、授業を行う形態

●プログラムには数名の担当教員が関与します。
●プロジェクト期間は３日～３か月程度と、プロジェクト内容に

よって様 で々す。
●費用負担については連携先が負担する場合や本学が

負担する場合など様 で々、話し合いにて決定します。

●ご提出いただいた社会実践力育成プログラム受入票※を
確認し、興味を示した学生が自ら連携先と交渉しプログラム
を行います。

●担当教員は、事前授業・事後授業を行い、プログラムの
進捗管理を行います。

●連携先・学生を交えた３者面談を通じて連携の状況を
確認します。

●プロジェクト期間は３日～３か月程度とプロジェクト内容に
よって様 で々す。

●費用負担については連携先が負担する場合や本学が
負担する場合など様 で々、話し合いにて決定します。

連携先一覧（抜粋）

解決型

調査型

提案型

表現型

企業

地域

NGO

NPO

学内

他大学

海外等

京都精華大学と連携する大学との連携プログラムや国内
で提供される授業の受講、国内外の学生と交流します。

国内地域と連携を図り、地域の問題を解決・提案・調査・
表現します。

オンライン授業を中心に海外で実施される実地研修及び
海外の教育機関等と連携します。

国内外の企業・団体・地方自治体・NPO・NGO等と連携
を図り、職業体験を行います。

国内企業・地方自治体と連携を図り、関係機関の問題を
解決・提案・調査・表現します。

大学連携プログラム

クォーターで完結 社会実践力の養成

国内ショートプログラム

海外ショートプログラム

インターンシップ 1・2

産学公連携 PBLプログラム1・2

Program
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Program
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Program
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Program
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Program
［  5  ］

Step
1

受入票※を記入し
大学に提出

連携機関

Step
2

希望の連携先を選択
オリエンテーションを

受け履修登録

学生

Step
3

プログラム担当教員
による事前授業

受講

学生

Step
4

連携機関先にて
実習を実施

連携機関
学生

Step
5

実習での取り組み
内容を発表

学生
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S O C I A L   P R A C T I C A L   S K I L L   D E V E L O P M E N T   P R O G R A M

東急不動産株式会社住宅事業ユニット　
関西住宅事業本部


